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【手続補正書】
【提出日】平成28年9月14日(2016.9.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電源からの位相カット動作電圧で少なくとも１つの低電力照明ユニットを動作させるた
めの回路装置であって、
　少なくとも第１及び第２の供給端子を有する、前記電源に接続するための入力デバイス
と、
　２ポート電力成形回路であって、前記２ポート電力成形回路が、少なくとも、
　　前記入力デバイスのそれぞれの供給端子に接続された第１及び第２の入力端子と、
　　第１及び第２の供給接続線を介して前記入力端子に接続された第１及び第２の出力端
子と、
　　前記入力端子の間に交流経路を提供するために前記第１及び第２の入力端子に接続さ
れ、前記電源から動作中に引き出される全体電流を所定の最小負荷電流に設定する制御可
能なブリーダ回路と、
　　前記動作電圧の高周波振動を減衰させるために第１及び第２の接続点で前記第１及び
第２の供給接続線に接続される減衰回路とを備える２ポート電力成形回路と、
　前記２ポート電力成形回路の前記出力端子の少なくとも１つに接続され、前記少なくと
も１つの低電力照明ユニットに接続するランプドライバユニットとを備え、
　前記ランプドライバユニットが、少なくとも、
　　前記少なくとも１つの低電力照明ユニットのランプ電流を設定するランプ電流制御装
置と、
　　前記少なくとも１つの低電力照明ユニットの瞬時ランプ電流に対応する第１のフィー
ドバック信号を提供する第１のフィードバック回路とを備え、前記ランプ電流制御装置が
、前記フィードバック信号に応じて前記ランプ電流を制御して、前記ランプ電流が設定値
電流に対応するようにするために前記第１のフィードバック回路に接続され、前記制御可
能なブリーダ回路は、前記ランプ電流の制御と無関係に、前記全体電流を前記所定の最小
負荷電流に設定する、
回路装置。
【請求項２】
　前記制御可能なブリーダ回路は、前記全体電流が前記所定の最小負荷電流よりも低いと
きに作動される、請求項１に記載の回路装置。
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【請求項３】
　前記全体電流に対応する第２のフィードバック信号を決定し、前記第２のフィードバッ
ク信号を前記制御可能なブリーダ回路に提供する第２のフィードバック回路を更に備える
、請求項１又は２に記載の回路装置。
【請求項４】
　前記第１及び／又は第２のフィードバック回路が、第１の電流感知抵抗と第２の電流感
知抵抗との直列接続に結合され、前記直列接続が、前記第２の供給端子と基準電位部との
間に結合される、請求項３に記載の回路装置。
【請求項５】
　前記第１のフィードバック回路が、前記第１のフィードバック信号を決定するために、
前記第１の電流感知抵抗と第２の電流感知抵抗との間の電流感知点に接続される、請求項
４に記載の回路装置。
【請求項６】
　前記第２のフィードバック回路が、瞬時全体電流に対応する前記第２のフィードバック
信号を決定するために、前記入力デバイスの前記第２の供給端子に接続される、請求項３
乃至５のいずれか一項に記載の回路装置。
【請求項７】
　前記電力成形回路の前記第２の出力端子が、前記基準電位部に接続され、前記第１の電
流感知抵抗が、前記第２の入力端子と前記第２の出力端子との間に直列接続され、前記第
２の電流感知抵抗が、前記第２の供給端子と前記第２の入力端子との間に直列に配置され
る、請求項４又は５に記載の回路装置。
【請求項８】
　前記ランプドライバユニットが、前記電力成形回路の前記第１の出力端子と前記基準電
位部との間に接続される、請求項４、５又は７に記載の回路装置。
【請求項９】
　前記入力デバイスが、フルブリッジ整流器を備え、前記整流器の正の出力が前記第１の
供給端子に接続され、前記整流器の負の出力が前記第２の供給端子に接続される、請求項
１乃至８のいずれか一項に記載の回路装置。
【請求項１０】
　前記減衰回路が、調光器エッジの検出後、前記全体電流が、前記所定の最小負荷電流よ
りも高い、増加されたエッジ電流に制御されるようにする、請求項１乃至９のいずれか一
項に記載の回路装置。
【請求項１１】
　前記減衰回路から前記ブリーダ回路への電流が減少されるように、少なくとも電流制限
器が、前記第１の入力端子と前記第１の接続点との間で前記第１の供給接続線に提供され
る、請求項１乃至１０のいずれか一項に記載の回路装置。
【請求項１２】
　前記位相カット動作電圧から調光レベルを決定する調光レベル検出器を更に備え、前記
調光レベル検出器が、決定された調光レベルに応じて前記設定値電流を設定するために前
記ランプ電流制御装置に接続される、請求項１乃至１１のいずれか一項に記載の回路装置
。
【請求項１３】
　請求項１乃至１２のいずれか一項に記載の回路装置と、前記ランプドライバユニットに
接続された少なくとも１つのＬＥＤユニットとを備える、ＬＥＤランプ。
【請求項１４】
　請求項１３に記載のＬＥＤランプと、前記ＬＥＤランプに位相カット動作電圧を提供す
るための電源とを備える、照明システム。
【請求項１５】
　回路装置を備える少なくとも１つの低電力照明ユニットを動作させる方法であって、前
記回路装置が、
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　少なくとも第１及び第２の供給端子を有する、電源から位相カット動作電圧を受け取る
ための入力デバイスと、
　２ポート電力成形回路であって、前記２ポート電力成形回路が、前記入力デバイスのそ
れぞれの供給端子に接続された少なくとも第１及び第２の入力端子と、第１及び第２の供
給接続線を介して前記入力端子に接続された第１及び第２の出力端子と、前記入力端子の
間に交流経路を提供するために前記第１及び第２の入力端子に接続された制御可能なブリ
ーダ回路と、前記動作電圧の高周波振動を減衰させるために前記第１及び第２の供給接続
線に接続された減衰回路とを備える２ポート電力成形回路と、
　前記２ポート電力成形回路の前記出力端子の少なくとも１つに接続され、前記少なくと
も１つの低電力照明ユニットに接続するランプドライバユニットとを備え、
　前記ブリーダ回路が、前記電源から動作中に引き出される全体電流を所定の最小負荷電
流に設定し、
　前記ランプドライバユニットが、第１のフィードバック信号に応じてランプ電流を制御
して、前記ランプ電流が設定値電流に対応するようにし、前記ブリーダ回路は、前記ラン
プ電流の制御と無関係に、前記全体電流を前記所定の最小負荷電流に設定する、
方法。
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